
第１図　周溝をもつ建物の部分名称 
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２ 周溝をもつ建物の分類と系譜

（１）はじめに

下老子笹川遺跡では，いわゆる「周溝をもつ建物」を１９棟発掘した。周溝をもつ建物は北陸地方（以

下，地方の表記は略し，「北陸」・「東北」などとする）で数多く発掘され，北陸固有の建物形式と

されている。しかし，近年は，東北から九州まで広範囲に発見され資料が増加している。特に，関東

では次項で触れるとおり方形周溝墓か住居かで，激しい論戦がされている。本節では下老子笹川遺跡

をはじめとする北陸と各地の周溝をもつ建物を比較検討し，その系譜と展開を見ていきたい。さらに

その中で下老子笹川遺跡の周溝をもつ建物の位置づけを見直すこととし，考察の一部としたい。

（２）研究史

周溝をもつ建物の研究は，北陸において始まったと言える。周溝をもつ建物が最初に発掘されたの

は，１９６８年に行われた富山県高岡市石塚遺跡の調査での遺構と考えられ直径１４mに溝が回り中心部分に

６箇所のピットを有していた。しかし，報告等（注１）ではこの遺構は「環状遺構」とされ，遺構の性格は

不明であり，土師器第�様式（古墳中期）のものとしている。１９７４年に石川県寺中遺跡において発掘

された「半環状」に連なる土坑は墓として解釈された（注２）。「建物」として認識されたのは１９７９年に発

行された高橋 保氏らによる新潟県下谷地遺跡の報告（注３）においてである。環状土坑群を「周溝をもつ

住居跡」と呼称し，周溝は除湿用であるとされた。

これ以降，北陸では調査例も増加し，その性格をめぐって様々な解釈がされ，論考も多い。

次に，主なものを発表年順に概観する。１９８７年，樫田 誠氏は柱穴と周溝を切り離して考えられ，

周溝は「住居外施設」と考えられた（注４）。また，溝で囲まれる建物の性格の特殊性について指摘された。

１９８９年，楠 正勝氏は，西日本の竪穴住居に影響を受け成立し弥生中期では多主柱で弥生後期には４

本主柱に定形化すること，低湿地のみに立地し登呂遺跡の平地式住居に類似すること，掘立柱建物と

共存し集落の中心的な建物となっていること，以上３点の重要な指摘をされた（注５）。一方，１９９０年，栃

木英道氏はすべてが平地住居ではなく外郭溝を有する竪穴建物の可能性もあるとし，詳細な比較検討

が必要であると指摘された（注６）。１９９１年，田嶋明人氏は環状にめぐる土坑列と幅広溝が巡るタイプの２

種類に分け，前者が先行するとされ，細い溝のめぐるタイプも類似の遺構として注目すべきとされて

いる（注７）。また同年，南 久和氏は，他の溝への連続の有無と断面形態で分類され，「細深タイプ」を

「周溝をもつ建物」の一類型とされた（注８）。１９９２年，久田正弘氏は「周溝を持つ平地式建物」と呼称し，

北陸の集成をされた（注９）。１９９３年に浜崎悟司氏は「周溝掘削土を内側に積み上げ（て周堤を築い）た」

第Ⅹ章 考察

２４７



構造であるとされ，初めて周堤の存在を推定された（注１０）。１９９４年，栃木氏は，建物を竪穴系建物と掘立

柱系建物に分類し，竪穴系建物をさらに「周壁盛土式竪穴系建物」（周溝をもつ建物）と「竪穴式建物

（周壁地山式）」に分類された（注１１）。１９９６年に筆者らは，下老子笹川遺跡の発掘調査で，竪穴建物であ

るが周堤の残存する周溝をもつ建物群を確認した。この周堤は竪穴部掘削土のほか周溝掘削土も利用

していた。このため，１９９７年，筆者はこの竪穴建物を周溝をもつ建物に加えた（注１２）。２００３年，筆者は竪

穴建物と周溝をもつ建物の構造が同じであると考え，両者の柱穴配置を比較し，共通すると考え，平

地式の周溝をもつ建物の屋内部の範囲を検討した（注１３）。また挙げた以外にも，出越茂和氏（注１４）・久保有

希子氏（注１５）等の考察がある。

「周溝を持つ（有する）建物」は北陸以外でも各地で確認され，研究が行われている。筆者の文献

収集の不十分さがあると思われ重要な論考でも抜けていると思われるが，次に簡単に触れておく。

関東でも周溝をもつ建物のような遺構が多く確認され方形周溝墓または殯施設とされていた。これ

に対し，１９９８年から２０００年にかけて及川良彦氏（注１６）・飯島義雄氏（注１７）は関東の方形周溝墓のなかには北

陸にみられる周溝をもつ建物がみられると問題提起され，方形周溝墓の再検討の必要性を説かれた。

この問題提起に対し，福田 聖氏・長瀬 出氏（注１８）らは，慎重にこの種の遺構を検討し，再度，方形周

溝墓の検討をされた。駒見佳容子氏は関東にも周溝をもつ建物があることを認めた上で，さらに詳細

な検討が必要であるとされた（注１９）。２００３年，石守 晃氏は群馬県の類例を集成・検討し，周溝の平面形

態（「周溝ライン」）により「囲繞形」・「開口形」・「馬蹄形」に分類し，北陸・南関東・東海の他

地域から持ち込まれた建築技法の影響がみられるとされた（注２０）。

一方，東海では，１９９９年から始まった岡村 渉氏らによる静岡県特別史跡登呂遺跡の再調査では，

以前の発掘で確認されていた周堤の外側に周溝が確認された（注２１）。２００２年，松井一明氏は静岡県内の周

溝をもつ建物を分類・集成され，集落構造の分析を行われた（注２２）。

近畿では，１９９０年に森田克行氏が土坑や周溝を玉作りに利用した工房と考えられ，玉作り技法の伝

播とともにある建物とされている（注２３）。１９９９年，近藤 広氏は滋賀県における「平地式建物」（周溝を

もつ建物を含む）及び集落を検討し，玉作り工房という観点から地域関係を考えられた（注２４）。

九州では，武田光正氏が周溝を通して周堤の存在を考えられた（注２５）。

（３）周溝をもつ建物の形式分類

それでは，北陸と各地方の周溝をもつ建物を比較検討し，系譜をみていくこととするが，まず周溝

をもつ建物を分類する。

Ａ 分類１ 構造による住居形式分類については宮本長二郎氏が旧石器時代から近世の類型の変遷（注２６）

を提示されている。しかし，ここではまず，以前筆者が行った立体構造による分類（注２７）を修正し，以下

の４形式に１次分類する。

広溝式竪穴住居 床面は地表面より下だが竪穴住居よりも浅い。幅広の周溝がある。周堤は屋内部と

周溝の両方の掘削土により築かれる。

狭溝式竪穴住居 床面レベルと周堤の構築方法は竪穴住居と同様。周壁から離れた位置に狭い溝が巡

るが，周堤の構築に主体的には利用されなかったと考えられる。

広溝式平地住居 床面は地表面と同じレベル。幅広の周溝がある。周堤は周溝の掘削土のみで築く。

狭溝式平地住居 床面は地表面と同じレベル。周堤は無いが，幅が狭い溝が柱穴の外側に巡る。

筆者は，竪穴住居・広溝式竪穴住居・広溝式平地住居は床面のレベルがそれぞれ異なるが，共通し

た立体構造であると考えている。また広溝，狭溝の溝幅であるが筆者の拙稿（注１２）では５０�以下を狭溝と
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第２図　周溝を持つ建物の形式分類 
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していたが，本稿では７０�以下と修正したい。

Ｂ 分類２ さらに２次の形式分類として，石守 晃氏の「周溝ライン」による分類（「開口型」・

「囲繞型」・「馬蹄型」）（注２０）に「土坑型」と「共有型」を加えた周溝平面形による分類に主柱の本数

分類を組み合わせて２次分類として細分する。分類１と分類２による形式分類は第２図のとおりであ

る。
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第３図　計測部位 

土坑型 土坑が周溝状に巡り周溝幅が不安定か，周溝幅が一定であっても３箇所以上途切れるもの。

拙稿（注２８）の「土坑式－」にあたる。

開口型 周溝幅が一定で，周溝の一部が広く途切れ，陸橋のようになるもの。

囲繞型 周溝幅が一定で，周溝が途切れず一周するもの。

馬蹄型 周溝幅が一定で，周溝端が大きく開放し，馬蹄形を呈するもの。

共有型 他の建物と周溝を共有するもの。

（４）周溝をもつ建物の法量

ここでは，型式変化の方向や地域間の比較を行うため，主柱・周壁・周溝の位置等を数値データ化

するが，まずその方法を説明する。

主柱・周壁・周溝の位置関係は，建物の主柱，周壁が都出比呂志氏の「住居設計原理」（注２９）の「求心

構造」もしくは「対称構造」に位置すると考え，建物の中心から主柱穴までを柱穴半径，中心から周

壁溝外側下端までを周溝半径，周溝上端間を周溝幅として各遺構の平面図から計測した。しかし，実

際は多少のブレがあるため，第３図のとおり建物の中心を０点とし，主柱穴中心をAx地点，周壁角の

下端（注３０）をBx地点，周溝の内側下端をCx地点（Ax・Bx・Cxのxは，主柱穴の数の通し番号（注３１））とし，

柱穴半径はAxの平均，周壁半径はBxの平均を，周溝半径はCxの平均とした。周溝幅は，４箇所程度を

平均した。次に柱穴半径を横軸にとり，周溝半径を縦軸にとりその位置関係を示したグラフと壁半径

を横軸にとり周溝半径を縦軸にとったグラフを作成し，その位置関係をみていく。また，柱穴半径を

横軸にし，周溝幅を縦軸にしたグラフも作成した。

（５）各地の周溝をもつ建物

東北から九州まで６８遺跡１３２棟の柱穴，周溝の残存状況が良好な周溝をもつ建物を第１～３表のとお

り集成し，前節までに説明した観点と時期及び立地について報告書等から調べデータ化した。本稿で

は，用いる時期区分は大まかに弥生時代中期，弥生時代後期，弥生時代終末期，古墳時代の４時期に

区分する（以下，弥生中期，弥生後期，弥生終末期，古墳期とそれぞれ表記する）。必要があるときは

該当の土器形式を用いる。また，立地については報告書等では様々な表現がされているが，本稿では，

扇状地・沖積平野・湿地などを低地とし，丘陵・台地などを高地と二分して表す。また，集成にあた

っては，筆者の文献収集が不十分なため及川良彦氏，松井一明氏，武田光正氏のされた全国的収集成

果がありこれを使用させて頂いたことをことわっておく。

以下に周溝をもつ建物を地方別にみていくこととするが，遺構名は第１～３表の表記を用いる。

Ａ 北陸（第５～１０図） 北陸は類例が多く，管見では１７０棟余りの周溝をもつ建物がある。このうち

２ 周溝をもつ建物の分類と系譜

２５０



第４図　遺跡位置図 
１　樋渡台畑遺跡，２　屋敷遺跡，３　三和工業団地Ⅰ遺跡，４　中内村前遺跡，５　横手早稲田遺跡，６　横手湯田遺跡，７　上之手八王子遺跡，８　北島遺跡，９　小敷田 
遺跡，10　小沼耕地遺跡，11　鍛冶谷・新田口遺跡，12　高砂遺跡，13　豊島馬場遺跡，14　舟渡遺跡，15　道端遺跡，16　西川内南遺跡，17　下谷地遺跡，18　佐伯遺跡，19 
　江上Ａ遺跡，20　江上Ｂ遺跡，21　浦田遺跡，22　ＨＳ－０４遺跡，23　下老子笹川遺跡，24　中谷内遺跡，25　万行赤岩遺跡，26　藤橋遺跡，27　奥原遺跡，28　三引Ｅ遺 
跡，29　藤井サンジョガリ遺跡，30　二口かみあれた遺跡，31　宿東山遺跡，32　梅田Ｂ遺跡，33　千田遺跡，34　磯部遺跡，35　沖町遺跡，36　西念・南新保遺跡，37　戸水 
Ｂ遺跡，38　新保本町西遺跡，39　新保本町東遺跡，40　上荒屋遺跡，41　長池ニシタンボ遺跡，42　横江古屋敷遺跡，43　八田小鮒遺跡，44　旭小学校遺跡，45　宮永遺跡， 
46　浜竹松Ｂ遺跡，47　高堂遺跡，48　平面梯川遺跡，49　漆町遺跡，50　八幡遺跡，51　八里向山遺跡，52　下屋敷遺跡，53　今宿遺跡，54　登呂遺跡，55　川合遺跡，56 
汐入遺跡，57　川田・東原田遺跡，58　下長遺跡，59　瓜生堂遺跡，60　八雲遺跡，61　尺度遺跡，62　紅茸遺跡，63　勝負遺跡，64　百間川原尾島遺跡，65　矢ノ塚遺跡，66 
川津東山田遺跡，67　団後遺跡 
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番号 遺構名 表記 分類１ 分類２ 時期 立地 文献

１ 樋渡台畑遺跡SI０１，SD０１a・０１b 樋渡台畑．０１ 狭溝竪穴 馬蹄４ 古墳前 高地 注３２

２ 樋渡台畑遺跡SI０２，SD０２ 樋渡台畑．０２ 狭溝竪穴 馬蹄４ 古墳前 高地 〃

３ 屋敷遺跡１１号住居跡，４・周溝状遺構 屋敷．１１ 広溝平地 土坑４ 弥生後 低地 注３３

４ 上之手八王子遺跡BH－１０２ 上之手八王子．１０２ 狭溝竪穴 開口４ 古墳前 注３４

５ 上之手八王子遺跡BH－１１６ 上之手八王子．１１６ 広溝竪穴 馬蹄４ 古墳前 〃

６ 上之手八王子遺跡BH－１７６ 上之手八王子．１７６ 狭溝竪穴 開口４ 古墳前 〃

７ 三和工業団地�遺跡１２号住居 三和工業団地�．１２ 狭溝竪穴 馬蹄４ 古墳前 低地 注３５

８ 横手早稲田遺跡４号住居 横手早稲田．４ 広溝竪穴 開口４ 古墳前 低地 注３６

９ 横手早稲田遺跡６号住居 横手早稲田．６ 広溝竪穴 馬蹄４ 古墳前 低地 〃

１０ 横手湯田遺跡A区第１３面１号住居跡 横手湯田．１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注３７

１１ 中内村前遺跡７－３－３号住居 中内村前．７３３ 広溝竪穴 開口４ 古墳前 低地 注３８

１２ 中内村前遺跡７－３－７号住居 中内村前．７３７ 広溝竪穴 囲繞４ 古墳前 低地 〃

１３ 鍛冶谷・新田口遺跡第４０号方形周溝墓，住居１６ 鍛冶谷・新田口．１６ 狭溝竪穴 開口４ 弥生後 低地 注３９

１４ 鍛冶谷・新田口遺跡�次１号方形周溝墓 鍛冶谷・新田口．５－１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注４０

１５ 小敷田遺跡第５号方形周溝墓，SB４ 小敷田．５ 狭溝平地 開口４ 古墳前 低地 注４１

１６ 小敷田遺跡９号方形周溝墓，SB６ 小敷田．９ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

１７ 小沼耕地遺跡第１号方形周溝墓 小沼耕地．１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注４２

１８ 小沼耕地遺跡第３号方形周溝墓 小沼耕地．３ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

１９ 北島遺跡第２７９号住居跡 北島．２７９ 狭溝竪穴 囲繞４ 古墳前 低地 注４３

２０ 高砂遺跡SZ００６，SB００２ 高砂．００２ 広溝平地 開口４ 弥生後 低地 注４４

２１ 豊島馬場遺跡SH０９ 豊島馬場．０９ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注４５

２２ 豊島馬場遺跡SH１０５ 豊島馬場．１０５ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

２３ 豊島馬場遺跡SH１２９ 豊島馬場．１２９ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

２４ 豊島馬場遺跡SH１３５ 豊島馬場．１３５ 狭溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

２５ 舟渡遺跡第２地点１号方形周溝墓 舟渡．１ 広溝平地 開口４ 古墳前 注４６

２６ 下谷地遺跡１号 下谷地．１ 広溝平地 土坑多 弥生中後 低地 注４７

２７ 下谷地遺跡２号（内側周溝） 下谷地．２内 広溝平地 土坑多 弥生中後 低地 〃

２８ 下谷地遺跡３号（内側柱） 下谷地．３内 広溝平地 土坑多 弥生中後 低地 〃

２９ 下谷地遺跡４号（内側周溝） 下谷地．４内 広溝平地 土坑多 弥生中後 低地 〃

３０ 下谷地遺跡２号（外側周溝） 下谷地．２外 広溝平地 土坑多 弥生中後 低地 〃

３１ 下谷地遺跡４号（外側周溝） 下谷地．４外 広溝平地 土坑多 弥生中中 低地 〃

３２ 下谷地遺跡３号（外側柱） 下谷地．３外 広溝平地 土坑多 弥生中中 低地 〃

３３ 道端遺跡１号円形周溝状遺構 道端．１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注４８

３４ 西川内南遺跡１号円形周溝状遺構 西川内南．１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注４９

３５ 西川内南遺跡２号円形周溝状遺構 西川内南．２ 広溝平地 囲繞４ 古墳前 低地 〃

第１表 周溝をもつ建物一覧（１）
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番号 遺構名 表記 分類１ 分類２ 時期 立地 文献

３６ 佐伯遺跡SB０４２ 佐伯．０４２ 狭溝竪穴 囲繞多 弥生後 高地 注５０

３７ 江上A遺跡SB１４ 江上A．１４ 広溝平地 開口４ 弥生後 低地 注５１

３８ 江上B遺跡SB１１１ 江上B．１１１ 狭溝平地 開口４ 弥生後 低地 注５２

３９ 下老子笹川遺跡SI１ 下老子笹川．１ 広溝竪穴 囲繞４ 弥生終 低地 注５３

４０ 下老子笹川遺跡SI２ 下老子笹川．２ 広溝竪穴 囲繞４ 弥生終 低地 〃

４１ 下老子笹川遺跡SI３ 下老子笹川．３ 広溝竪穴 囲繞４ 弥生終 低地 〃

４２ 下老子笹川遺跡SI４ 下老子笹川．４ 広溝竪穴 囲繞２ 弥生終 低地 〃

４３ 下老子笹川遺跡SI７ 下老子笹川．７ 広溝竪穴 囲繞４ 弥生後 低地 〃

４４ 下老子笹川遺跡SI９ 下老子笹川．９ 広溝竪穴 囲繞多 弥生後 低地 〃

４５ 下老子笹川遺跡SI１０（新） 下老子笹川．１０新 広溝竪穴 囲繞多 弥生後 低地 〃

４６ 下老子笹川遺跡SI１１ 下老子笹川．１１ 広溝竪穴 囲繞４ 弥生後 低地 〃

４７ 下老子笹川遺跡SI１０（旧） 下老子笹川．１０旧 広溝竪穴 開口多 弥生後 低地 〃

４８ 下老子笹川遺跡SI１２ 下老子笹川．１２ 広溝竪穴 開口多 弥生後 低地 〃

４９ 下老子笹川遺跡SI１３ 下老子笹川．１３ 広溝竪穴 開口多 弥生後 低地 〃

５０ 下老子笹川遺跡SI１４ 下老子笹川．１４ 広溝竪穴 開口４ 弥生後 低地 〃

５１ 下老子笹川遺跡SI１６ 下老子笹川．１６ 広溝竪穴 囲繞４ 弥生後 低地 〃

５２ 下老子笹川遺跡SI１９ 下老子笹川．１９ 広溝竪穴 開口４ 弥生後 低地 〃

５３ HS－０４遺跡SB０１ HS－０４．０１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注５４

５４ 浦田遺跡SB０３ 浦田．０３ 狭溝平地 開口４ 古墳前 低地 注５５

５５ 浦田遺跡SB０４ 浦田．０４ 狭溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

５６ 中谷内遺跡SI２５４ 中谷内．２５４ 狭溝竪穴 囲繞４ 古墳後 低地 注５６

５７ 奥原遺跡第７号住居址 奥原．７ 狭溝竪穴 囲繞４ 弥生後 高地 注５７

５８ 万行赤岩山遺跡第２号竪穴住居跡 万行赤岩山．２ 狭溝竪穴 開口４ 弥生終 高地 注５８

５９ 西念・南新保遺跡Ｊ区３号住，SB０１ 西念・南新保．J０１ 広溝平地 開口多 弥生中後 低地 注５９

６０ 西念・南新保遺跡Ｐ区竪穴系０１ 西念・南新保．P０１ 広溝平地 開口４ 弥生終 低地 注６０

６１ 新保本町西遺跡１号住 新保本町西．１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注６１

６２ 新保本町西遺跡SB０２ 新保本町西．０２ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注６２

６３ 宮永遺跡SI６１古 宮永．６１古 広溝竪穴 土坑４ 弥生後 低地 注６３

６４ 宮永遺跡SI６１新 宮永．６１新 狭溝竪穴 土坑多 弥生後 低地 〃

６５ 宮永遺跡SI８４ 宮永．８４ 広溝竪穴 開口４ 弥生後 低地 〃

６６ 漆町遺跡漆チュウデン地区１号竪穴住居跡 漆町．漆チュウデン１ 狭溝竪穴 囲繞４ 弥生終 低地 注６４

６７ 漆町遺跡８号 漆町．８ 広溝平地 開口４ 弥生終 低地 注６５

６８ 漆町遺跡９号 漆町．９ 広溝平地 開口４ 弥生終 低地 注６５

６９ 横江古屋敷遺跡A区SI０２，SD０２ 横江古屋敷．０２ 狭溝竪穴 囲繞４ 弥生終 低地 注６６

７０ 横江古屋敷遺跡B区SB０３ 横江古屋敷．０３ 狭溝平地 囲繞多 弥生後 低地 〃

７１ 横江古屋敷遺跡B区SB０４ 横江古屋敷．０４ 広溝平地 開口４ 弥生中後 低地 〃

７２ 横江古屋敷遺跡SI５０２（外周溝第３段階） 横江古屋敷．５０２－３ 狭溝平地 開口多 弥生終 低地 注６７

７３ 横江古屋敷遺跡SI５０２（外周溝第４段階） 横江古屋敷．５０２－４ 狭溝平地 開口多 弥生終 低地 〃

７４ 横江古屋敷遺跡SI５０２（外周溝第５段階） 横江古屋敷．５０２－５ 狭溝平地 開口多 弥生終 低地 〃

７５ 旭小学校遺跡SI３９ 旭小学校．３９ 狭溝竪穴 囲繞４ 古墳前 低地 注６８

７６ 八田小鮒遺跡�区１号住居址 八田小鮒．�１ 広溝竪穴 土坑多 弥生後 低地 注６９

７７ 浜竹松B遺跡SI１６（SD０７） 浜竹松B．１６ 広溝竪穴 囲繞４ 古墳中 低地 注７０

７８ 磯部運動公園遺跡２号建物 磯部．２ 広溝平地 開口多 弥生中 低地 注７１

７９ 上荒屋遺跡SB０５ 上荒屋．０５ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注７２

８０ 上荒屋遺跡SB０６ 上荒屋．０６ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

８１ 上荒屋遺跡SB１３ 上荒屋．１３ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

８２ 上荒屋遺跡SB５３ 上荒屋．５３ 狭溝竪穴 開口４ 古墳前 低地 〃

８３ 上荒屋遺跡SB９０ 上荒屋．９０ 狭溝平地 開口多 弥生中 低地 注７３

８４ 上荒屋遺跡SB５２ 上荒屋．５２ 狭溝竪穴 開口４ 古墳前 低地 注７２

８５ 新保本町東遺跡４号溝 新保本町東．４ 狭溝平地 馬蹄多 古墳前 低地 注７４

８６ 沖町遺跡SD０１（SB０１） 沖町．０１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注７５

８７ 藤橋遺跡SH－１ 藤橋．１ 狭溝平地 開口多 弥生後 低地 注７６

８８ 高堂遺跡第２次調査１号建物 高堂．２－１ 広溝平地 開口４ 弥生終 低地 注７７

８９ 八幡遺跡SH－０１ 八幡．０１ 狭溝竪穴 囲繞４ 古墳前 高地 注７８

９０ 八幡遺跡SH－０３ 八幡．０３ 狭溝竪穴 囲繞４ 弥生後 高地 〃

９１ 宿東山遺跡１号住 宿東山．１ 狭溝竪穴 馬蹄２ 弥生後 高地 注７９

９２ 宿東山遺跡１０号住 宿東山．１０ 広溝竪穴 馬蹄２ 弥生後 高地 〃

９３ 平面梯川遺跡１０１号平地建物 平面梯川．１０１ 広溝平地 土坑５ 弥生後 低地 注８０

９４ 千田遺跡SB０２ 千田．０２ 広溝竪穴 開口多 弥生中後 低地 注８１

９５ 戸水B遺跡平地式建物 戸水B. 広溝平地 囲繞多 弥生中後 低地 注８２

９６ 長池ニシタンボ遺跡SI０１a 長池ニシタンボ．０１a 広溝平地 囲繞４ 弥生終 低地 注８３

９７ 藤井サンジョガリ遺跡１号 藤井サンジョガリ．１ 広溝平地 囲繞４ 弥生後 低地 注８４

２ 周溝をもつ建物の分類と系譜

第２表 周溝をもつ建物一覧（２）
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残存状況が良好な８２棟を検討の対象とする。

弥生中期（第５図，第１０図１～３） 現在のところ北陸において最古の周溝をもつ建物は弥生中期前

葉末～中期中葉初頭に位置づけられる下屋敷（１０７）であり，広溝式平地建物土坑型多主柱である。弥

生中期では１４棟があり，広溝式平地建物１２棟，広溝式竪穴建物１棟，狭溝式平地建物１棟に分けられ，

広溝式平地建物が大半を占める。また，この時期の竪穴建物の類例は少なく，広溝式平地建物が住居

の主役を努めたと思われる。広溝式平地建物は，土坑型多主柱８棟，開口型多主柱２棟，開口型４本

主柱１棟，囲繞型多主柱１棟に分けられ，土坑型が主流である。下谷地．１（２６）・下谷地．２内（２７）・

下谷地．３内（２８）・磯部．２（７８）・下屋敷（１０７）などは土坑型であるので周溝が途切れる箇所が多いが，１

箇所は大きく開く箇所があり，開口型のように出入り口を意識したものであったと思われる。狭溝式

竪穴建物と狭溝式平地建物は，いずれも開口型多主柱である。

周溝柱穴比（注１１０）は，下谷地．２内（２７）の１．５０から上荒屋．９０（８３）の３．７２間に分布するが，平均は２．４４

である。このうち１．５から２までの間に分布する下谷地．１内（２８）・下谷地．４外（３１）・西念・南新保．

J０１（５９）は，柱穴と周溝が近いため周壁溝である可能性がある。周溝柱穴比広溝式の平均は２．３４であ

る。周溝幅柱穴比（注１１１）は下谷地．２内（２７）の０．２１から磯部．２（７８）の０．９０間に分布し，平均は０．４６で

ある。周溝幅柱穴比は当然のことながら，狭溝式の平均は０．２３，広溝式の平均が０．６９と大きく異なっ

ている。

番号 遺構名 表記 分類１ 分類２ 時期 立地 文献

９８ 二口かみあれた遺跡１号建物 二口かみあれた．１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注８５

９９ 二口かみあれた遺跡９号建物 二口かみあれた．９ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

１００ 二口かみあれた遺跡２次１号建物 二口かみあれた．２－１ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 注８６

１０１ 二口かみあれた遺跡２次２号建物 二口かみあれた．２－２ 狭溝平地 開口４ 不明 低地 〃

１０２ 二口かみあれた遺跡２次３号建物 二口かみあれた．２－３ 広溝平地 開口４ 古墳前 低地 〃

１０３ 三引E遺跡SI０１ 三引E．０１ 狭溝平地 開口多 弥生後 高地 注８７

１０４ 三引E遺跡SI０２ 三引E．０２ 広溝平地 開口多 弥生後 高地 〃

１０５ 梅田B遺跡竪穴建物 梅田B. 広溝竪穴 開口多 弥生後 低地 注８８

１０６ 八里向山A遺跡SI０２ 八里向山A．０２ 広溝竪穴 馬蹄多 弥生終 高地 注８９

１０７ 下屋敷遺跡住居址 下屋敷 広溝平地 土坑多 弥生中前 低地 注９０

１０８ 今宿遺跡SB０１� 今宿．０１ 広溝竪穴 開口４ 古墳前 低地 注９１

１０９ 登呂遺跡１－４８号住居跡 登呂．１－４８ 広溝平地 共有４ 弥生後 低地 注９２

１１０ 登呂遺跡１－４９号住居跡 登呂．１－４９ 広溝平地 共有４ 弥生後 低地 注９３

１１１ 川合遺跡２号住居跡SB６７０１ 川合．２ 広溝竪穴 開口４ 古墳中 低地 注９４

１１２ 川合遺跡１号住居跡SB６７０３ 川合．１ 広溝竪穴 開口４ 古墳中 低地 〃

１１３ 汐入遺跡SA－０１ 汐入．１ 広溝平地 開口４ 弥生後 低地 注９５

１１４ 汐入遺跡SA－０３ 汐入．３ 広溝平地 開口４ 弥生後 低地 〃

１１５ 川田・東原田遺跡SB１９ 川田・東原田．１９ 広溝竪穴 囲繞４ 弥生後 低地 注９６

１１６ 下長遺跡SH２６０１，SD２６０２ 下長．２６０１ 広溝竪穴 囲繞４ 弥生終 低地 注９７

１１７ 紅茸山遺跡住－３ 紅茸山．３ 狭溝竪穴 馬蹄４ 弥生後 高地 注９８

１１８ 瓜生堂遺跡H地区住居址１ 瓜生堂．１ 狭溝平地 開口４ 弥生中後 低地 注９９

１１９ 八雲遺跡１ 八雲．１ 広溝竪穴 土坑多 弥生中前 低地 注１００

１２０ 尺度遺跡１３１（建物）・１２７（溝） 尺度．１３１ 広溝竪穴 囲繞４ 古墳前 低地 注１０１

１２１ 尺度遺跡２１４（建物）・１９３（溝） 尺度．２１４ 広溝竪穴 開口４ 古墳前 低地 〃

１２２ 尺度遺跡３６８（建物）・４４９（溝） 尺度．３６８ 狭溝竪穴 開口４ 古墳前 低地 〃

１２３ 勝負遺跡SI－０１ 勝負．０１ 狭溝竪穴 馬蹄４ 弥生後 高地 注１０２

１２４ 勝負遺跡SI－１４，SD－０８ 勝負．１４ 狭溝竪穴 馬蹄４ 弥生後 高地 〃

１２５ 百間川原尾島遺跡竪穴住居９ 百間川原尾島．９ 狭溝竪穴 開口４ 弥生後 低地 注１０３

１２６ 百間川原尾島遺跡５ 百間川原尾島．５ 狭溝竪穴 馬蹄４ 弥生終 低地 注１０４

１２７ 百間川原尾島遺跡竪穴住居６ 百間川原尾島．６ 広溝竪穴 囲繞４ 弥生後 低地 注１０５

１２８ 矢ノ塚遺跡SB８５０００ 矢ノ塚．８５０００ 狭溝竪穴 開口４ 弥生中後 低地 注１０６

１２９ 川津東山田遺跡SH０３、SD３２０１ 川津東山田．０３ 狭溝竪穴 馬蹄多 弥生後 高地 注１０７

１３０ 川津東山田遺跡SH０７，SD２２０１ 川津東山田．０７ 狭溝竪穴 囲繞４ 弥生後 高地 〃

１３１ 団後遺跡１号住居跡 団後．１ 狭溝竪穴 馬蹄４ 弥生終 高地 注１０８

１３２ 原田遺跡�－１，２号住居跡 原田．４－１．２ 狭溝建物 馬蹄２ 弥生終 不明 注１０９

第３表 周溝をもつ建物一覧（３）
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第５図　北陸弥生中期の周溝をもつ建物 
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26　下谷地.1 ，27・30　下谷地.2内・外 ，28 ・32　下谷地.3内・外 ，29・31　下谷地.4内・外 ， 
71　横江古屋敷.04 ，78　磯部.2 ，83　上荒屋.90 ，94　千田.02 ，95　戸水Ｂ. ，107　下屋敷 
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第６図　北陸弥生後期の周溝をもつ建物１ 

0 10m5

36

36　佐伯.042 ，37　江上Ａ.14 ，38　江上Ｂ.111 ，43　下老子笹川.7 ，45　下老子笹川.10新 ，48　下老子笹川.12 ， 
47　下老子笹川.10旧 ，49　下老子笹川.13 ，50　下老子笹川.14 ，51　下老子笹川.16 ，52　下老子笹川.19  
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第７図　北陸弥生後期の周溝をもつ建物２ 

104

65
70

63・ 64

92

93
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63・64　宮永.61 古・新 ，65　宮永.84 ，70　横江古屋敷.03 ，92　宿東山.10 ， 93  平面梯川.101 ，  
104   三引Ｅ.02

立地は建物形式にかかわらず，すべて低地である。

当期では，広溝式平地建物土坑型多主柱が大部分を占める点と広溝式と狭溝式の周溝位置の差に注

目しておきたい。

弥生後期（第６・７図，第１０図４～６） 弥生後期は２８棟あり，広溝式竪穴建物１５棟，狭溝式竪穴建

物５棟，広溝式平地建物４棟，狭溝式平地建物４棟に分けられ，弥生中期と比較すると，広溝式竪穴

建物が増加する。広溝式竪穴建物はさらに，開口型多主柱４棟，開口型４本主柱と囲繞型４本主柱が

３棟，囲繞型多主柱２棟，土坑型多主柱・土坑型４本主柱・馬蹄型２本主柱がそれぞれ１棟ずつに分

類される。狭溝式竪穴建物はさらに，囲繞型４本主柱が２棟，囲繞型多主柱・土坑型多主柱・馬蹄型

２本主柱がそれぞれ１棟ずつに細分される。広溝式平地建物は，開口型４本主柱・開口型多主柱・土

坑型多主柱・囲繞型４本主柱それぞれ１棟ずつに分けられる。狭溝式平地建物は，開口型多主柱・開

口型４本主柱が１棟ずつである。下老子笹川遺跡の建物１０棟は，すべて広溝式竪穴建物に分類され，

囲繞型４本主柱・開口型多主柱が３棟，囲繞型多主柱・開口型４本主柱が２棟に細分される。

周溝柱穴比は下老子笹川．１０旧（４７）の１．８９から下老子笹川．１１（４６）の４．１１の間に分布し，平均は

２．７０で，弥生中期と比較するとやや周溝半径が大きいものが多い。広溝式と狭溝式では，平均がそれ

ぞれ２．７７と２．５５で，中期で大きく開いた差が無くなり，近い値となっている。周溝周壁比（注１１２）は奥原．７

（５７）１．４５から宮永．６１古（６３）の２．２５の間に分布し，平均は１．６４である。広溝式竪穴建物と狭溝式竪

穴建物の周溝周壁比の平均では，前者が１．６５，後者が１．６１で大きな差は無い。周溝幅柱穴比は佐伯．０４２

（３６）の０．０９から江上A．１４（３７）の１．４の間に分布し，平均は０．４１である。弥生中期と比較すると大き

くなるが，平均は下がっている。広溝式では，平地建物が平均０．８０，竪穴建物が平均０．４４で，竪穴建

物の周溝幅が狭くなっている。一方，狭溝式では平地建物の平均が０．１９，竪穴建物の平均が０．１８であ

る。この差は，周堤構築土の必要土量の差によるものと考えられる。

２ 周溝をもつ建物の分類と系譜
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下老子笹川遺跡の建物は，周溝柱穴比平均が２．６４，周溝周壁比平均が１．６，周溝幅柱穴比平均が０．４９

で北陸全体の平均値とほぼ同じである。

立地は，広溝式１９棟のうち１７棟が低地，２棟が高地で低地を中心に築かれる。一方，狭溝式９棟は，５

棟が高地，４棟が低地で差は，ほとんど無い。

弥生後期では，広溝式竪穴建物の増加，４本主柱の増加に注目しておきたい。

弥生終末期（第８図，第１０図７～９） 弥生終末期は１６棟あり，広溝式竪穴建物・広溝式平地建物が

それぞれ５棟，狭溝式竪穴建物・狭溝式平地建物が各３棟に分類され，弥生後期と似た組成となって

いる。広溝式竪穴建物は，囲繞型４本主柱が３棟，馬蹄型多主柱・囲繞型２本主柱がそれぞれ１棟に

細分される。広溝式平地建物は，開口型４本主柱４棟，囲繞型４本主柱１棟に細分される。狭溝式竪

穴建物は，囲繞型４本主柱２棟，開口型４本主柱１棟に細分される。狭溝式平地建物は，３棟すべて

が開口型多主柱である。

周溝柱穴比は横江古屋敷．５０２－３（７２）の１．７７から長池ニシタンボ．０１a（９６）の３．９４の間に分布し，

平均は２．８５で弥生後期と比較すると柱穴－周溝間が広くなっている。周溝柱穴比の広溝と狭溝の平均

は，前者が２．９４，後者が２．６９で弥生後期と比較すると両者とも数値が若干上がるものの大きな差は無

い。周溝周壁比は八里向山A．０２（１０６）の１．４６から下老子笹川．４（４２）の２．０３の間に分布し，平均は２．０６

で周壁－周溝間が広くなる。このことは周溝柱穴比でみられた柱穴－周溝間の広がりと連動する。周

溝幅柱穴比は横江古屋敷．５０２－４（７３）の０．１２から長池ニシタンボ．０１a（９６）の０．７６の間に分布し，

平均は０．３７である。弥生後期と比較すると，分布域は狭くなり，平均は下がっている。広溝式の平均

は０．４９で，狭溝式の平均は０．１８で弥生後期と変化は無い。しかし，広溝式でみられた平地建物と竪穴

建物の差は，前者の平均が０．４６，後者の平均が０．５２と近い値になっている。下老子笹川遺跡の建物は

周溝柱穴比が平均３．２５，周溝周壁比が平均１．８９，周溝幅柱穴比が平均０．５８で，柱穴－周溝間と周溝幅

が広い平均値となっている。

立地は，広溝式１０棟のうち９棟までが低地で弥生後期と同様である。

弥生終末期の特徴は４本主柱の割合が激増し，多主柱が激減することである。また狭溝式平地建物

がすべて開口型多主柱であることにも注目しておきたい。

古墳期（第９図，第１０図１０～１２） 古墳期は２３棟あり，広溝式平地建物１４棟，狭溝式竪穴建物５棟，

狭溝式平地建物３棟，広溝式竪穴建物１棟に分類され，弥生終末期と比較すると広溝式竪穴建物が激

減している。広溝式平地建物は，開口型４本主柱１３棟，囲繞型４本主柱１棟に細分される。狭溝式竪

穴建物は囲繞型４本主柱３棟，開口型４本主柱２棟に細分される。狭溝式平地建物は開口型４本主柱

２棟，馬蹄型多主柱・開口型多主柱各１棟に細分される。

周溝柱穴比は二口かみあれた．９（９９）の２．１６からの浜竹松B．１６（７７）の３．９４の間に分布し，平均は

３．００で，全体的に数値は高くなるが分布域は縮小する。広溝式と狭溝式の平均は，前者が３．０９，後者

が２．８３と全体傾向と同じく差が少なくなっている。周溝周壁比は，旭小学校．３９（７５）の１．５１から浜竹

松B．１６（７７）の２．４４の間に分布し，平均１．７３で弥生終末期と比べると周堤幅が縮小傾向である。周溝

幅柱穴比は，上荒屋．５２（８４）の０．１１から沖町．０１（８６）の１．４７のあいだに分布し，平均０．５０で，弥生

終末期と比較すると周溝が幅広になる。周溝幅柱穴比は広溝式と狭溝式では，前者が０．６８，後者が０．１５

と弥生終末期と比べると較差が大きくなっている。

立地は２４棟中２３棟が低地である。

古墳期の特徴は広溝式平地建物の増加，広溝式竪穴建物の激減である。また広溝式平地建物のほと
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第８図　北陸弥生終末期の周溝をもつ建物 
39　下老子笹川.1 ，40　下老子笹川.2 ，41　下老子笹川.3 ，42　下老子笹川.4 ，58　万行赤岩山.2 ，  
66　漆町.漆チュウデン1 ，67・68　漆町.8・9 ，69　横江古屋敷.02 ，88　高堂.2-1 ，96　長池ニシタンボ.01a ， 
106　八里向山Ａ.02  
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第９図　北陸古墳期の周溝をもつ建物 
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33　道端.1 ，34　西川内南.1 ，35　西川内南.2 ，56　中谷内.254 ，61　新保本町西.1 ， 
62　新保本町西.02 ，75　旭小学校.39 ，77　浜竹松Ｂ.16 ，79・80　上荒屋.05・06 ，82　上荒屋.53 ， 
85　新保本町東.4 ，89　八幡.01 ，99　二口かみあれた.9 
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12　北陸古墳時代の周溝幅と柱穴半径 11　北陸古墳時代の壁半径と周溝半径 10　北陸古墳時代の周溝半径と柱穴半径 

第10図　北陸の周溝をもつ建物の周溝法量 

２ 周溝をもつ建物の分類と系譜
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2　樋渡台畑.02 ，3　屋敷.11  

第11図　東北の周溝をもつ建物　 

んどが開口型４本主柱であることに注目しておきたい。

Ｂ 東北（第１１図） 東北は３棟のみを検討の対象とする。

弥生後期 弥生後期は屋敷．１１（３）で広溝式平地建物土坑４本主柱に分類される。報告（注１１３）では壁溝

と解釈され，竪穴住居とされているが，ここでは周溝をもつ建物とする。また，この遺構の外側には

別遺構とされる「４号周溝状遺構」が同心円状に巡っており，方形周溝墓とされている。この遺構も

同時期であることから建物の周溝と解釈したい。遺構内からは北陸系の有段口縁甕が出土しており北

陸との関係が注目される。遺跡は低位沖積段丘面上に立地している。周溝柱穴比は２．４で，北陸の平均

２．３６よりも上回り周壁の位置（注１１４）ではなく，周溝の位置であると思われる。周溝幅柱穴比は０．５である。

立地は低地である。

古墳期 古墳期は樋渡台畑遺跡の２棟（１・２）で，いずれも狭溝式竪穴住居馬蹄型４本柱である。

周溝柱穴比が３．０３と２．６５，周溝周壁比が１．７５と１．７９で，割合は同時期の北陸と変わりないが，法量が

大きい。周溝幅柱穴比は０．２３と０．２４で同時期の北陸平均より大きい（周溝幅が広い）。

立地は河岸段丘上に位置し，高地になる。

Ｃ 関東 関東は２２棟を対象とする。関東は先述したように，及川良彦氏・飯島義雄氏・石守 晃氏

らの研究があり，参考にさせて頂いた。

弥生後期（第１２図） 弥生後期は，２棟を対象とした。鍛冶谷・新田口．１６（１３）は狭溝式竪穴建物開

口型４本主柱に分類される。報告（注１１５）では，方形周溝墓と竪穴建物と別遺構とされていたが，位置関

係から周溝をもつ建物にした。周溝柱穴比は３．３５，周溝周壁比が２．２８，周溝幅柱穴比が０．２９で北陸同

時期と比較すると，全体的に数値が大きいが周溝をもつ建物としては十分である。高砂．００２（２０）は，

広溝式平地建物開口型４本主柱１棟に分類できる。報告（注１１６）では周溝と思われるものが「円形周溝墓」

とされ，柱穴は近世以降のものとされる。周溝柱穴比，周溝周壁比とも同時期の北陸分布域内に位置

している。

古墳期（第１２・１３図，第１４図１～３） 古墳は２０棟あり，広溝式平地建物８棟，広溝式竪穴建物６棟，

狭溝式竪穴建物４棟，狭溝式平地建物２棟に分類できる。広溝式平地建物８棟はすべて開口型４本主

柱である。広溝式竪穴建物は，開口型４本主柱３棟，馬蹄型４本主柱２棟，囲繞型４本主柱１棟に細

分される。狭溝式竪穴建物は，開口型４主柱２棟，囲繞型４本主柱１棟，馬蹄形４本主柱１棟に細分

される。狭溝式平地建物２棟はすべて開口型４本主柱である。
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７　三和工業団地Ⅰ.12 ，8　横手早稲田.4 ，10　横手湯田.1 ，11　中内村前.733 ，12　中内村前.737 ， 
13　鍛冶谷・新田口.16 ，15　小敷田.5 ，16　小敷田.9 ，18　小沼耕地.3 ，19　北島.279 ，20　高砂.002 ， 
21　豊島馬場.09

第12図　関東の周溝をもつ建物１ 

２ 周溝をもつ建物の分類と系譜
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１　関東古墳期の周溝半径と柱穴半径 ３　関東古墳期の周溝幅と柱穴半径 ２　関東古墳期の壁半径と周溝半径 

第13図　関東の周溝をもつ建物２ 22   豊島馬場.105 ，23   豊島馬場.129 ，24   豊島馬場.135

第14図　関東の周溝をもつ建物の周溝法量 

周溝柱穴比は豊島馬場．１３５（２４）の２．４８から舟渡．１（２５）の４の間に分布し，平均は３．１７で，同時

期の北陸平均と比較すると若干数値が大きく，中内村前．７３３（１１）・豊島馬場．１２９（２３）・舟渡．１（２５）

の法量の大きな１群がある。周溝周壁比は上之手八王子．１７６（６）の１．４５から中内村前．７３３（１１）の

間に分布し，平均は１．７９で，割合が北陸と同じであるが法量のばらつきが大きい。また，広溝式と狭

溝式では，前者が平均１．７７，後者が平均１．８１と近い値となっている。周溝幅柱穴比は，北島．２７９（１９）

の０．１８から横手湯田．１（１０）の間に分布し，平均は０．６４で，北陸と比較すると周溝幅の割合が大きい。

また，広溝と狭溝では前者が平均０．８１，後者が平均０．２６と大きな差がある。

立地は広溝式，狭溝式に関わらずすべて低地である。

古墳の特徴は大部分が開口型４本主柱であることに注目しておきたい。法量を北陸と比較すると，

周溝幅が広いものが多い。

Ｄ 東海（第１５図） 東海は先述のとおり，松井一明氏らの研究成果があり，８棟を検討対象とする。

弥生後期 弥生後期は登呂遺跡と汐入遺跡，川田・東原田遺跡の５棟があり，広溝式平地建物４棟，

広溝式竪穴建物が１棟に分類される。広溝式平地建物は共有型４本主柱が登呂遺跡の２棟，開口型４

本主柱２棟に細分される。広溝式竪穴建物は囲繞型４本主柱である。

周溝柱穴比は，登呂．１－４８（１０９）の２．８７から川田・東原田．１９（１１５）の６．１５の間に分布し，平均３．８４

で，北陸と比較すると数値が大きい。周溝周壁比は，登呂．１－４８（１０９）の１．９７から川田・東原田．１９

（１１５）の２．７５の間に分布し，平均２．２４である。これも北陸と比較すると数値が大きい。周溝幅柱穴比

は汐入．１（１１４）の０．６４から川田・東原田．１９（１１５）の１．１５の間に分布し，平均０．８０である。また，こ
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第15図　東海の周溝をもつ建物 
108　今宿.01 ，109　登呂.1-48 ，110　登呂.1-49 ，111　川合.2 ，112　川合.1

れも北陸と比較すると数値が大きい。

登呂遺跡の広溝式平地建物共有型４本主柱が特徴的である。また，法量的には周溝柱穴比，周溝周

壁比，周溝幅柱穴比とも数値が大きい。このことから北陸とは異なる系譜のものと考えられる。

古墳期 古墳期は川合遺跡の２棟と今宿遺跡の１棟の３棟である。３棟すべてが，広溝式竪穴建物開

口型４本主柱である。川合．２（１１１）と川合．１（１１２）の開口部はコーナーにあり北陸で一般的な１辺

の中央が開くタイプの今宿．０１（１０８）とは異なる。また，今宿遺跡からは北陸系土器が出土している。

周溝柱穴比は今宿．０１が２．７７，川合．２が２．５３，川合．１が２．４３で，北陸の平均値３．０９よりも小さい（柱

穴－周溝間が狭い）。周溝周壁比は今宿．０１が１．６９，川合．２が１．４４，川合．１が１．４３で，これも北陸平均

値２．４４よりも小さい（周壁－周溝間が狭い）。周溝幅柱穴比は，今宿．０１が０．４０，川合．２が０．７５，川合．１

が０．７３である。これは北陸の平均値０．６８と比較すると今宿．０１が小さく，川合．２と川合．１が大きい。

立地は，２遺跡とも低地である。

北陸と同じ系譜と考えられる今宿遺跡例と異なる系譜の川合遺跡例があるということに注目したい。

Ｅ 近畿（第１６図） 近畿は，弥生中期２棟，弥生後期１棟，弥生終末期２棟，古墳期２棟の７棟を

対象とする。

弥生中期 弥生中期は２棟あり，八雲．１（１１９）が広溝式竪穴建物土坑型多主柱，瓜生堂．１（１１８）が

狭溝式平地建物開口型４本主柱１棟に分類される。八雲．１は中期前葉に属し，周溝柱穴比２．４２，周溝

周壁比１．６４で法量的には近いが，土坑が直線的で四隅が途切れる方形周溝墓の様な形態で北陸のもの

とは異なっている。瓜生堂．１は，中期後葉に属し，周溝柱穴比２．９４，周溝周壁比１．７８，周溝幅柱穴比

０．４１で北陸の狭溝式平均値０．２３と比較すると周溝幅が広い。立地は２棟とも低地である。

弥生後期 弥生後期は，紅茸山．３（１１７）の狭溝式竪穴建物馬蹄型４本主柱１棟がある。周溝柱穴比３．６０，

周溝周壁比１．６８，周溝幅柱穴比０．３３である。

２ 周溝をもつ建物の分類と系譜
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第16図　近畿・中国・四国・九州の周溝をもつ建物 
116　下長.2601 ，118　瓜生堂.1 ，119　八雲.1 ，120　尺度.131 ，122　尺度.368 ，125  百間川尾原島.9 ， 
126　百間川原尾島.5 ，128　矢ノ塚.85000 ，129　川津東山田.03 ，131　団後.1

弥生終末期 弥生終末期は，下長．２６０１（１１６）の広溝式竪穴建物囲繞型４本主柱１棟である。周溝柱

穴比３．１０，周溝周壁比１．６７，周溝幅柱穴比０．５０である。北陸のものと大きな変化は無い。

古墳期 古墳期は，尺度遺跡の広溝型竪穴建物囲繞型４本主柱，広溝型竪穴建物開口型４本主柱，狭

溝式竪穴建物開口型４本主柱が１棟ずつである。周溝柱穴比平均３．１８，周溝周壁比１．６７，周溝幅柱穴

比０．５５で，北陸の平均値と近い。

F 中国・四国（第１６図） 弥生中期から弥生終末期の８棟を対象とする。

弥生中期 弥生中期は，矢ノ塚．８５０００（１２８）の狭溝式竪穴建物開口型４本主柱が１棟あり，後葉に属

する。周溝柱穴比は３．９２，周溝周壁比２．２１，周溝幅柱穴比０．５３で，ともに北陸の狭溝式の平均値より

も大きい値を示すが，分布域内に収まる。

弥生後期 弥生後期は６棟あり，狭溝式竪穴建物は勝負．１（１２３）・勝負．２（１２４）・百間川原尾島．９（１２５）・

川津東山田．０３（１２９）・川津川田東山．０７（１３０）の５棟，広溝式竪穴建物は百間川原尾島．６（１２７）の

１棟に分類される。狭溝式竪穴建物は馬蹄型２棟，馬蹄形多主柱１棟，開口型４本主柱１棟，囲繞型

４本主柱１棟に細分される。

法量は，周溝柱穴比平均が２．８９，周溝周壁比平均が１．８７，周溝幅柱穴比平均が０．２６で，北陸の平均
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値と比較すると周溝柱穴比と周溝周壁比は近いが，周溝幅柱穴比が小さい。

弥生終末期 弥生終末期は，百間川原尾島．５（１２６）の狭溝式竪穴建物馬蹄型４本主柱１棟がある。周

溝柱穴比が３．５２，周溝周壁比１．８１，周溝幅柱穴比０．２３で，北陸の狭溝式と近い数値である。

Ｇ 九州（第１６図） 九州地方は武田光正氏の論考があるが，２棟を対象とする。

弥生終末期 団後．１（１３１），原田．４－１．２（１３２）の２棟とも狭溝式竪穴建物に分類され，馬蹄型４本

主柱１棟，馬蹄型２本主柱に細分される。周溝柱穴比は団後．１が３．００，原田．４－１．２が３．９２である。周

溝周壁比は，団後．１が１．１４，原田．４－１．２が１．７０である。周溝幅柱穴比は，団後．１が０．１９，原田．４－１．２

が０．２３である。いずれの法量も，北陸の狭溝式竪穴建物平均値よりも若干大きい。

（６）周溝をもつ建物の系譜（第１７～２０図）

弥生中期 周溝をもつ建物は，北陸・近畿・中・四国でみられる。

北陸では，最も古いものは中期前葉から中葉に位置づけられる下屋敷の広溝式平地建物土坑型多主

柱で，環状に土坑が配置された周溝である。中葉・後葉では，広溝式平地建物（磯部．２など），広溝式

竪穴建物（千田．０２），狭溝式平地建物（上荒屋．９０）がある。周溝は土坑型，開口型である。主柱穴は，

多主柱，４本主柱がある。

近畿地方では，最も古い周溝をもつ建物は，近畿弥生中期の八雲．１の広溝式竪穴建物土坑型多主柱

で，方形周溝墓状の周溝をもつ。後葉では広溝式竪穴建物開口型４本主柱（瓜生堂．１）がある。

四国では後葉に属する広溝式竪穴建物開口型４本主柱（矢ノ塚．８５００）が出現する。

弥生後期 周溝をもつ建物は，北陸，近畿で弥生中期に引き続きあり，東北，関東，東海で出現する。

北陸では広溝式平地建物（平面梯川．１０１・江上A．１４など），広溝式竪穴建物（下老子笹川．７・同．１４

など），狭溝式平地建物（江上B．３８など）が中期からに引き続きある一方，狭溝式竪穴建物（佐伯．０４２

など）が新出する。周溝形状では，土坑型・開口型が中期から引き続きあり，囲繞型・馬蹄型が新出

する。主柱穴では多主柱・４本主柱が引き続きあり，２本主柱が加わる。４本主柱は増加する。

東北では広溝式平地建物開口型４本主柱（屋敷．１１）が確認され，周溝をもつ建物が出現する。周溝

内から北陸系土器が出土していることからも，北陸からの系譜が考えられる。

関東でも広溝式平地建物（高砂．００２）と狭溝式竪穴建物（鍛冶谷・新田口．１６）が確認され，今期か

ら周溝をもつ建物が出現する。周溝は２棟とも，開口型主柱穴は２棟とも４本主柱だが，高砂．００２が

求心構造で，鍛冶谷・新田口．１６が対称構造である。

東海では今期から広溝式平地建物（登呂．１－４８など），広溝式竪穴（川田・東原田．１９）があり，周

溝をもつ建物が出現し，多く見られる。周溝は共有型，開口型である。主柱穴は４本主柱で対称構造

である。

近畿では狭溝式竪穴建物馬蹄型４本主柱（紅茸山．３など）がある。

中国・四国では，狭溝式竪穴建物（百間川原尾島．９，川津東山田．０３）があり，今期から周溝をもつ

建物が出現する。周溝は囲繞型，馬蹄型である。主柱穴は４本主柱，多主柱がある。

弥生終末期 北陸では，広溝式平地建物（高堂．２－１・長池ニシタンボ．０１など），広溝式竪穴建物（下

老子笹川．１など），狭溝式竪穴建物（横江古屋敷．０２・漆町．漆チュウデン１など）がある。周溝は後

期までみられた土坑型が消滅するようである。主柱穴では，後期でみられた多主柱が減る一方，４本

主柱が主になり，２本主柱も多くなるようである。竪穴建物でも同じ主柱穴の状況で，連動している

と思われる。

近畿では，広溝式竪穴建物（下長．２６０１）がある。

２ 周溝をもつ建物の分類と系譜
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中国・四国では狭溝式竪穴建物（百間川原尾島．５）がみられる。

九州で，狭溝式竪穴建物馬蹄型（団後．１など）がみられる。

東北・関東・東海では良好な例を提示できず，北陸では依然として多く周溝をもつ建物が造られる

が，他地域では周溝をもつ建物は一般的ではないようである。

古墳期 北陸では依然として広溝式平地建物（上荒屋．０５・西川内南．２など），狭溝式平地建物（新保

本町東．４），狭溝式竪穴建物（旭小学校．３９・中谷内．２５４など）は多いが，広溝式竪穴建物（浜竹松B．１６）

は数少ない例で，激減するものと思われる。

東北では狭溝式竪穴建物馬蹄型４本主柱（樋渡台畑．０２など）がある。

関東では広溝式平地建物開口型４本主柱（豊島馬場．１０５など）が多く，盛行する。これらは，周溝

幅・周堤が北陸のものよりも広く，北陸とは異なる型式変化の方向を辿ったものと考えられる。

東海では北陸で減少する広溝式竪穴建物開口型４本主柱が依然として存在する（川合．１１１など）。今

宿．０１は法量の比較，北陸系土器の出土から，北陸の広溝式竪穴建物と同一系譜と考えられる。

近畿でも広溝式竪穴建物（尺度．１３１など）がみられ，東海と同様な状況である。

中国・四国・九州では良好な類例が提示できない。

次に，系譜について考えてみる。筆者は，前拙稿（注１１７）で，北陸においては共通の主柱穴配置である

周溝をもつ建物と関連が深い竪穴建物の比較検討から，周溝をもつ平地式建物の周壁位置が柱穴半径

の２倍（周溝柱穴比が２）であることと，周溝がこの位置より外側の３倍になることを示した。本稿

では北陸以外の周溝をもつ建物も同様の配置がされていることがわかった。すなわち，主柱穴，周壁，

周溝の配置が北陸以外のすべての周溝をもつ建物でも当てはまり，系譜ではなく，共通の上屋構造を

構築するための必須条件であったと言える。この必須条件は弥生文化の中に存在する技術で，竪穴建

物が建設できない環境（立地・気候）において用いられ周溝をもつ建物が築かれたと考えられる。広

溝式の周溝をもつ建物の北陸と近畿の最古のものを比較すると，周溝形態が大きく異なる。時期差が

あるため同一系譜の可能性も否定出来ないが，地域差（形式差）が大きく別の系譜と考える。その後，

北陸は中葉から後葉にかけて周溝をもつ建物が数多く造られ，主流の住居形式として定着するが，近

畿では主流にはならないようである。同一の系譜と考えられるのは，建物法量と北陸系土器の出土状

況とを併せて考えれば，東北や関東，東海の一部（岐阜県など）は北陸からの系譜と考えられる。こ

のうち関東は，弥生後期に広溝式の周溝をもつ建物が出現するが，独自の型式変化を経て古墳期にな

って積極的に採用し，盛行したと考えたい。近畿・東海・中国・四国・九州は低地の住居において積

極的には採用せず，周溝をもつ建物（特に広溝式）が普及するには至らなかったと思われる。北陸に

おいて広溝式の周溝をもつ建物が盛行した要因として，低地に竪穴住居（建物）もしくは同様の上部

構造をもった建物を築く必要性があったからと思われる。

一方，狭溝式の周溝をもつ建物は，高地の例も多く，排水機能を主としたもので，特に地域性は認

められない。

（７）今後の課題

前項まで周溝をもつ建物について比較検討し，近畿・東海以西は北陸とは別系譜，東北・関東・東

海の建物は北陸からの系譜と考えた。関東では今回対象としなかった柱穴を内部に伴わない周溝も周

溝をもつ建物であるとする説もある。本稿では取り上げなかったものの，これらの遺構が北陸と同じ

構造の周溝をもつ建物であるかは，今後の課題の一つとしたい。また，北陸において周溝をもつ建物

は竪穴建物との関連が深く，竪穴建物の変遷も今後の課題である。
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第17図　北陸の周溝をもつ建物の変遷（１） 
26　磯部.2 ，35　西川内南.2 ，37　江上Ａ.14 ，70　横江古屋敷.03 ，71　横江古屋敷.04 ，79・80　上荒屋.05・06 ，88　高堂.2-1 ， 
93　平面梯川.101 ，96　長池ニシタンボ.01a ，104　三引Ｅ.02 ，107　下屋敷 
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広溝式竪穴建物 
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39　下老子笹川.1 ，42　下老子笹川.4 ，43　下老子笹川.7 ，45　下老子笹川.10新 ，49　下老子笹川.13 ，50　下老子笹川.14 ，77　浜竹松Ｂ.16 ， 
92　宿東山.10 ，94　千田.02 ，106　八里向山A.02
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第18図　北陸の周溝をもつ建物の変遷（２） 
36　佐伯.042 ，38　江上Ｂ.111 ，56　中谷内.254 ，66　漆町.漆チュウデン1 ，69　横江古屋敷.02 ， 
75　旭小学校.39 ，83　上荒屋.90 ，85　新保本町東.4   
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第20図　近畿・中国・四国・九州の周溝をもつ建物の変遷 
116　下長.2601 ，118　瓜生堂.1 ，119　八雲.1 ，120　尺度.131 ，125　百間川尾原島.9 ， 
126　百間川原尾島.5 ，128　矢ノ塚.85000 ，129　川津東山田.03 ，131　団後.1
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以上，多くの課題は残り不十分な点も多いが本拙稿をもって下老子笹川遺跡の考察の一文としたい。
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注

注１ 石塚遺跡の報告は次の２点がある。上坂成次・上野 章，「高岡市石塚遺跡発掘調査概報」『オジャラ』３，富山県立高岡工

芸高等学校地理歴史クラブO・B会，１９６８年。上野 章，「３０ 石塚遺跡」『富山県史』考古編 富山県，１９７２年。

注２ 宮本哲郎，『金沢市寺中遺跡－第�・�・�次調査報告書』（『金沢市文化財紀要』１１），金沢市教育委員会，１９７７年。

注３ 高橋 保・他，『北陸自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書下谷地遺跡』（『新潟県埋蔵文化財調査報告書』第１９），新潟県教

育委員会，１９７９年。

注４ 樫田 誠，『第一小学校々地内漆町遺跡発掘調査報告書』小松市教育委員会，１９８７年。

注５ 楠 正勝，「２．周溝を有する建物」『金沢市西念・南新保遺跡』�（『金沢市文化財紀要』７７），金沢市・金沢市教育委員会，１９８９

年。

注６ 栃木英道，「「周溝を有する建物」について」『拓影』３１，石川県立埋蔵文化財センター，１９９０年。

注７ 田嶋明人，「北陸の掘立柱建物」『弥生時代の掘立柱建物』，埋蔵文化財研究会，１９９１年。

注８ 南 久和，「第１節溝について」『金沢市新保本町東遺跡』（『金沢市文化財紀要』８５），金沢市教育委員会，１９９１年。

注９ 久田正弘，「北陸地方西部における弥生時代の地域性について」『社団法人石川県埋蔵文化財保存協会年報３ 平成３年度』，

社団法人石川県埋蔵文化財保存協会，１９９２年。

注１０ 浜崎悟司，「加賀における集落構成要素・加賀の集落構造の推移」『日本考古学協会１９９３年度新潟大会 シンポジウム２

東日本における古墳出現過程の再検討』，日本考古学協会新潟大会実行委員会，１９９３年。

注１１ 栃木英道，『周壁盛土式・竪穴系・建物について』（第３回村落遺跡研究会資料），１９９４年。

注１２ 岡本淳一郎，「“周溝をもつ建物”について」『埋蔵文化財調査概要－平成８年度－』，財団法人富山県文化振興財団埋蔵文

化財調査事務所，１９９７年。

注１３ 岡本淳一郎，「「周溝をもつ建物」についての基礎的研究」『富山大学考古学研究室論集 蜃気楼－秋山進午先生古稀記念－』，

六一書房，２００３年。

注１４ 出越茂和，「①平地式・竪穴式建物」『石川県金沢市 上荒屋遺跡� 第２分冊 古墳時代編』『金沢市文化財紀要』１２０－

１），金沢市教育委員会，１９９５年。

注１５ 久保有希子，「第１節 周溝を有する建物について」『石川県金沢市 上荒屋遺跡� 第１分冊 弥生時代編』（『金沢市文

化財紀要』１２０－１），金沢市教育委員会，１９９５年。

注１６ 及川良彦氏の周溝をもつ建物に関する論文は次のものなどがある。「関東地方の低地遺跡の再検討－弥生時代から古墳時代

前半の「周溝を有する建物跡」を中心に－」『青山考古』第１５号，青山考古学会，１９９８年。「関東地方の低地遺跡の再検討

（２）－「周溝を有する建物跡」と方形周溝墓および今後の集落研究への展望－」『青山考古』第１６号，青山考古学会，１９９９

年。「関東地方の低地遺跡の検討（５）－墓と住居の誤謬－」『宇津木向原遺跡発掘４０周年記念「方形周溝墓研究の今」�』，

方形周溝墓シンポジウム実行委員会，２００４年。

注１７ 飯島義雄氏の周溝をもつ建物に関する論文には次のものなどがある。「古墳時代前期における「周溝をもつ建物」の意義」

『群馬県立歴史博物館紀要』第１９号，群馬県立歴史博物館，１９９８年。「所謂「三和工業団地�遺跡型」の「周溝をもつ建物」

の構造」『研究紀要』２２財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団，２００４年。「「周溝をもつ建物」における掘り方の確認の意義

－前橋台地上に立地する横手早稲田遺跡における例を中心として－」『群馬県考古学手帳』第１５号，群馬土器観会，２００５年。

注１８ 長瀬 出，「東京都豊島馬場遺跡における「方形周溝墓」の再検討」『法政考古学』第２６集，法政考古学会，２０００年。

注１９ 駒見佳容子，「北陸と関東－弥生時代後期から古墳時代前期の周溝を有する住居の比較－」『富山市日本海文化研究所報』，

第２８号，富山市日本海文化研究所，２００２年。

注２０ 石守 晃，「周溝をもつ建物」『中内村前遺跡』（２）（『（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告書』，第３２２集），財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団，２００３年。

注２１ 岡村 渉，『特別史跡 登呂遺跡 発掘調査報告書』�（『静岡市埋蔵文化財調査報告』５７），静岡市教育委員会，２００１年。

岡村 渉，『特別史跡 登呂遺跡 発掘調査報告書』�（『静岡市埋蔵文化財調査報告』６０），静岡市教育委員会，２００２年。

注２２ 松井一明，「竪穴住居と掘立柱建物－静岡県下における低地集落の建物構造と集落イメージ－」『静岡県における弥生時代集
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落の変遷 ２００１年度静岡県考古学会シンポジウム資料集』，静岡県考古学会，２００２年。

注２３ 森田克行，「すまいと生産活動」『季刊考古学』，第３２号，雄山閣出版，１９９０年。

注２４ 近藤 広，「平地式建物をもつ弥生集落－近江の例を中心に」『滋賀考古』，第２１号，滋賀考古学研究会，１９９９年。

注２５ 武田光正，「竪穴部外の施設について」『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告－５２－甘木市所在宮原遺跡�』，福岡県

教育委員会，１９９８年。

注２６ 宮本長二郎，『日本原始古代の住居建築』，中央公論美術出版，１９８６年。宮本長二郎，「平地住居と竪穴住居の類型と変遷」

『先史日本の住居とその周辺』，同成社，１９９８年。

注２７ 岡本淳一郎，「越中の住居と集落」『ふたかみ邪馬台国シンポジウム４ シンポジウム『邪馬台国時代の越と大和』資料集』，

香芝市教育委員会，２００４年。

注２８ 注１２・１３・２７など。

注２９ 都出比呂志，１９８５，「弥生時代住居の東と西」『日本語・日本文化研究論集』，大阪大学文学部（『日本農耕社会の成立過程』

１９８９所収）。

注３０ 円形の場合はAx地点の延長線との交点とした。

注３１ 例えば，主柱穴が５本の場合は柱穴中心がそれぞれA１，A２，A３，A４，A５となる。

注３２ 吉田博行他，『福島県営会津南部ほ場整備事業 若宮地区遺跡発掘調査報告書 樋渡台畑遺跡』（『会津坂下町文化財調査報

告書』第１７集），会津坂下町教育委員会，１９９０年。

注３３ 小野田義和，『東北横断自動車道遺跡調査報告１２ 屋敷遺跡』（『福島県文化財調査報告書』第２６２集），福島県教育委員会・

財団法人福島県文化センター・日本道路公団，１９９１年。

注３４ 報告書を実見しておらず，飯島義雄「古墳時代前期における「周溝をもつ建物」の意義」『群馬県立歴史博物館紀要』第１９

号 群馬県立歴史博物館，１９９８年による。

注３５ 坂口 一他，『三和工業団地�遺跡（２）－縄文・古墳・奈良・平安時代他編－』（『（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調

査報告』第２５１集），財団法人群馬県埋蔵文化財事業団他，１９９９年。

注３６ 斉藤利昭，『亀里平塚遺跡・横手宮田遺跡・横手早稲田遺跡・横手南川端遺跡』（『（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調査

報告』第２８０集），財団法人群馬県埋蔵文化財事業団，２００１年。

注３７ 春山秀幸他，『横手南川端遺跡・横手湯田遺跡』（『（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告』第２９２集），財団法人群馬県

埋蔵文化財事業団他，２００２年。

注３８ 石守 晃，『中内村前遺跡』（２）（『（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告書』第３２２集），財団法人群馬県埋蔵文

化財調査事業団，２００３年。

注３９ 西口正純他，『鍛冶谷・新田口遺跡』（『埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書』第６２集），財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団，１９８６年。

注４０ 報告書を実見しておらず，及川良彦「関東地方の低地遺跡の再検討（２）－「周溝を有する建物跡」と方形周溝墓および今

後の集落研究への展望－」『青山考古』第１６号 青山考古学会１９９９年を参考とした。

注４１ 吉田 稔他，『小敷田遺跡』（『埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書』第９５集），財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団，１９９１

年。

注４２ 田中正夫他，『小沼耕地遺跡』（『埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書』第１００集），財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団，１９９１

年。

注４３ 山本 靖他，『北島遺跡』�（『埼玉県埋蔵文化財調査報告書』第３０２集），埼玉県・財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団，２００５

年。

注４４ 小高幸男，『高砂遺跡』�（『財団法人君津郡市文化財センター発掘調査報告書』第１５４集），財団法人君津郡市文化財センタ

ー他，１９９９年。

注４５ 嶋村一志他，『豊島馬場遺跡』�（『北区埋蔵文化財調査報告』第２５集），東京都北区教育委員会，１９９９年。

注４６ 前掲注４０と同じ。

注４７ 高橋 保他，『北陸自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書下谷内遺跡』（『新潟県埋蔵文化財調査報告書』第１９），新潟県教育

委員会，１９７９年。

注４８ 前川雅夫，『日本海沿岸東北自動車道関係発掘報告書� 道端遺跡�』（『新潟県埋蔵文化財調査報告書』第１４２集），新潟県

教育委員会・財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団，２００５年。

注４９ 伊藤正志他，『日本海沿岸東北自動車道関係発掘報告書� 西川内北遺跡・西川内南遺跡』（『新潟県埋蔵文化財調査報告書』

第１４６集），新潟県教育委員会・財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団，２００５年。

注５０ 山本正敏他，『富山県魚津市 佐伯遺跡発掘調査概要』，富山県教育委員会，１９７９年。

注５１ 久々忠義，「江上A遺跡」『北陸自動車道遺跡調査報告－上市町遺構編－』，上市町教育委員会，１９８１年。

２ 周溝をもつ建物の分類と系譜
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注５２ 宮田進一，「江上B遺跡」『北陸自動車道遺跡調査報告－上市町遺構編－』，上市町教育委員会，１９８１年。

注５３ 本書。

注５４ 稲垣尚美，『HS－０４遺跡発掘調査報告 二級河川下条川広域基幹改修事業（タートルランド建設）に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告』，小杉町教育委員会，１９９９年。

注５５ 高梨清志・越前慶祐，『富山県舟橋村 浦田遺跡発掘調査報告』（３），舟橋村教育委員会，２０００年。

注５６ 青山 晃他，「中谷内遺跡」『埋蔵文化財調査概要－平成１６年度－』，財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所，２００５

年。

注５７ 平田天秋・西野秀和他，『七尾市奥原縄文遺跡・奥原遺跡 県道能登島和倉線改良工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告』，

石川県立埋蔵文化財センター，１９８２年。

注５８ 土肥富士夫他，『万行赤岩山遺跡－宅地開発に係る緊急発掘調査報告書－』，七尾市教育委員会，１９８３年。

注５９ 楠 正勝他，『金沢市西念・南新保遺跡 �』（『金沢市文化財紀要』７７），金沢市・金沢市教育委員会，１９８９年。

注６０ 楠 正勝他，『金沢市西念・南新保遺跡 �』（『金沢市文化財紀要』１１９），金沢市・金沢市教育委員会，１９９６年。

注６１ 楠 正勝，『金沢市新保本町東遺跡・西遺跡、近岡カンタンボ遺跡』（『金沢市文化財紀要』５４）金沢市教育委員会，１９８５年。

注６２ 楠 正勝，『金沢市新保本町西遺跡�－賃貸住宅建設に伴う発掘調査報告－』（『金沢市文化財紀要』９７），金沢市教育委員

会 １９９２年。

注６３ 前田清彦，『旭遺跡群� 松任市旭工業団地中央地区造成に係る宮永遺跡発掘調査報告書』，松任市教育委員会，１９９５年。

注６４ 田嶋明人，『漆町遺跡』，� 石川県立埋蔵文化財センター，１９８６年。

注６５ 樫田 誠，『第一小学校々地内漆町遺跡発掘調査報告書』，小松市教育委員会，１９８７年。

注６６ 高橋由知，『松任市横江古屋敷遺跡�』，松任市教育委員会，１９９３年。

注６７ 金山弘明，『松任市横江古屋敷遺跡�－新横江産業団地造成事業（濃飛西濃運輸地区）に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告

書－』，松任市教育委員会，１９９５年。

注６８ 木田 清，『松任市旭小学校遺跡』松任市教育委員会，１９９０年。

注６９ 木田 清・前田清彦・沢辺利明，『松任市八田小鮒遺跡』松任市教育委員会，１９８８年。

注７０ 前田清彦，『松任市浜竹松B（竹松北）遺跡』松任市教育委員会，１９９３年。

注７１ 増山 仁，『金沢市磯部運動公園遺跡』（『金沢市文化財紀要』７０），金沢市教育委員会，１９８８年。

注７２ 出越茂和他，『石川県金沢市上荒屋遺跡� 第２分冊古墳時代編』（『金沢市文化財紀要１２０－２』），金沢市教育委員会，１９９５

年。

注７３ 小西昌志他，『石川県金沢市上荒屋遺跡� 第１分冊弥生時代編』（『金沢市文化財紀要』１２０－１），金沢市教育委員会，１９９５

年。

注７４ 南 久和，『金沢市新保本町東遺跡』（『金沢市文化財紀要』８５），金沢市教育委員会他，１９９１年。

注７５ 南 久和，『金沢市沖町遺跡』（『金沢市文化財紀要』９８），金沢市教育委員会他，１９９２年。

注７６ 木立雅朗・平田天秋他『藤橋遺跡』，石川県立埋蔵文化財センター，１９９２年。

注７７ 栃木英道他，『小松市高堂遺跡 一般国道８号改築事業（金沢西バイパス）関係埋蔵文化財緊急発掘調査報告書』，石川県立

埋蔵文化財センター，１９９０年。

注７８ 浜崎悟司他，『石川県小松市 八幡遺跡� －一般国道８号小松バイパス改築工事関係埋蔵文化財調査報告書－』，（社）石

川県埋蔵文化財保存協会，１９９８年。

注７９ 北野博司他，『宿東山遺跡 一般国道１５９押水バイパス改築工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』，石川県立埋蔵文化財セ

ンター，１９８７年。

注８０ 垣内光次郎・川畑 誠・布尾幸恵他，『小松市平面梯川遺跡 第２・３次発掘調査報告書』，（財）石川県埋蔵文化財センタ

ー，２０００年。

注８１ 小西昌志，『千田遺跡』（『金沢市文化財紀要』１８１），金沢市（金沢市埋蔵文化財センター），２００２年。

注８２ 中屋克彦他，『金沢市戸水Ｂ遺跡 金沢西部地区土地区画整理事業にかかる埋蔵文化財発掘調査報告書』，石川県立埋蔵文化

財センター，１９９４年。

注８３ 吉田 淳，『長池・二日市・御経塚遺跡群』，野々市町教育委員会，１９９８年。

注８４ 藤田邦雄他，『藤井サンジョガリ遺跡・高畠テラダ遺跡・高畠カンジタ遺跡』，社団法人石川県埋蔵文化財保存協会，１９９４

年。

注８５ 上野 敬・北野博司他，『二口かみあれた遺跡』，志雄町教育委員会，１９９５年。

注８６ 上野 敬・土上ひろみ・前多美雪，『二口かみあれた遺跡第２次』，志雄町教育委員会，１９９９年。

注８７ 久田正広他，『田鶴浜町三引E遺跡・三引Ｆ遺跡 』（『一般国道４７０号線（能越自動車道）改良工事及び主要地方道氷見田

鶴浜線建設工事に係る埋蔵文化財緊急発掘調査報告書』（�）），（財）石川県埋蔵文化財センター，２００１年。

第Ⅹ章 考察
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注８８ 藤田邦雄他，「梅田Ｂ遺跡（第４次）」『社団法人 石川県埋蔵文化財保存協会年報』８，社団法人石川県埋蔵文化財保存協

会，１９９７年。

注８９ 下濱貴子他，『八里向山遺跡群』，小松市教育委員会，２００４年

注９０ 冨山正明・山口充・天井和峰，『下屋敷遺跡、堀江十楽遺跡』，福井県教育庁埋蔵文化財センター，１９８８年。

注９１ 春日井 恒他，『今宿遺跡』（『岐阜県文化財保護センター調査報告書』第３７集），財団法人岐阜県文化財保護センター他，１９９８

年。

注９２ 岡村 渉，『特別史跡 登呂遺跡 発掘調査報告書』�（『静岡市埋蔵文化財調査報告』５７），静岡市教育委員会，２００１年。

注９３ 岡村 渉，『特別史跡 登呂遺跡 発掘調査報告書』�（『静岡市埋蔵文化財調査報告』６０），静岡市教育委員会，２００２年。

注９４ 山田成洋他，『川合遺跡』（遺構編）（『静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告』第２５集），財団法人静岡県埋蔵文化財調査研

究所，１９９０年。

注９５ 報告書を実見しておらず，岡村 渉，『汐入遺跡第６次発掘調査報告書』 静岡市教育委員会，２００４年，浅野 毅「汐入遺

跡」『静岡県における弥生時代集落の変遷 ２００１年度静岡県考古学会シンポジウム資料集』，静岡県考古学会，２００２年を参考

とした。

注９６ 井村広巳，「川田・東原田遺跡」『静岡県における弥生時代集落の変遷 ２００１年度静岡県考古学会シンポジウム資料集』，静

岡県考古学会，２００２年。

注９７ 岩崎 茂・小島睦夫，『下長遺跡発掘調査報告書』�（『守山市文化財調査報告書』第５０冊），守山市教育委員会，１９９３年。

注９８ 原口正三他，『高槻市史』第６巻 考古編，高槻市役所，１９７３年。

注９９ 瀬川 健・小野久隆・村上富喜子他，『瓜生堂』，財団法人大阪文化財センター，１９８０年。

注１００ 西口陽一，『八雲遺跡発掘調査概要』�，大阪府教育委員会，１９８７年。

注１０１ 井上智博他，『尺度遺跡』�（『（財）大阪府文化財センター調査報告書』第９７集），財団法人大阪府文化財センター，２００３

年。

注１０２ 藤井和久・広江耕史，『一般国道９号松江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書�（勝負遺跡）』，島根県教育委員

会他，１９９２年。

注１０３ 岡本寛久他，『百間川原尾島遺跡』５（『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』１０６），岡山県文化財保護協会，１９９６年。

注１０４ 宇垣匡雅他，『百間川原尾島遺跡』３（『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』８８），岡山県文化財保護協会，１９９４年。

注１０５ 宇垣匡雅他，『百間川原尾島遺跡』６（『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』１７９），岡山県文化財保護協会，２００４年。

注１０６ 薦田耕作・渡部明夫，『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第三冊 矢ノ塚遺跡』，香川県教育委員会他

１９８７年。

注１０７ 山元素子，『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第三十八冊 川津東山田遺跡�区』，財団法人香川県埋

蔵文化財調査センター他，２００１年。

注１０８ 副島邦弘他，『団後遺跡・西一丁田遺跡・炭山遺跡』，福岡県教育委員会，１９９４年。

注１０９ 前掲注２５文献による。

注１１０ 周溝柱穴比は周溝半径÷柱穴半径とする。

注１１１ 周溝幅柱穴比は周溝幅÷柱穴半径とする。

注１１２ 周溝周壁比は周溝半径÷周壁半径とする。平地建物は周壁が不明な場合がほとんどで，竪穴建物のみである。

注１１３ 前掲注３３と同じ。

注１１４ 北陸の全時期を通じて旧拙稿（前掲注１３）で竪穴建物の比較から周壁の位置が柱穴半径の１：２前後となることを示した。

注１１５ 前掲注３９と同じ。

注１１６ 前掲注４４と同じ。

注１１７ 前掲注１３と同じ。

２ 周溝をもつ建物の分類と系譜

２７６


